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第820回「医療」編集会議議事録
◎日時：2020年１月10日　15：00–17：00
◎場所：松本楼（日比谷）
◎出席：木下編集委員長，榎本副編集委員長，
　　　　伊藤幹事，饗場，日ノ下，關本，玉木，
　　　　德田，角田，谷地　各委員
　　　　（敬称略　アルファベット順）
　　　　第一資料印刷：石田
　　　　事務局・編集室：三津谷，菊地，平石
◎審議事項
１　第819回の編集会議議事録を確認し，承認した．
２　「医療」第74巻３号の仮綴誌の内容を確認し，

著者に確認すべき意見が挙げられ，一部訂正を
行った．

３　 「第74巻４号までの目次に入っていない論文」
について，１月９日現在の原稿収集状況の報告
があった．原稿の保有数は48編（総説０編，特
集４編，論説０編，原著０編，シンポ26編，図
説シリーズ０編，報告０編，意見０編，セミナー
０編，未分類18編）である．

４　第74巻３号掲載「今月の用語」を「（がんゲノ
ム医療における）二次的所見」「コンパニオン
診断」とし，当該論文著者に執筆を依頼するこ

ととした．
５　「2020年１月９日までに受付をした論文」（総説

０編，原著０編，シンポ23編，図説シリーズ３
編，報告０編，特集３編，未分類19編）につい
て審議を行い，別紙のとおり３編を受理するこ
とを確認した．

６　第74巻４号の目次案を確認し，一部保留の上で
承認した．編集室より，７の特集「病理外来」
が掲載可となれば特集を，特集の掲載を４号に
はしない場合はシンポジウム２題を掲載する旨
説明があった．

７ 特集「病理外来」４編の取扱いについて検討した．
それぞれの論文のカテゴリを原著ではなく報告

（特集）としての取扱いとすること，また，う
ち１編については著者において文言の追記が必
要である旨を伝え，企画者および該当論文の著
者より承認を得られれば，掲載の方向とするこ
とを確認した．

８ 次回以降の編集会議について，2020年２月14日
（東京医療センター），2020年３月13日（東京医
療センター）に開催が予定されていることを確
認した．

次号予定目次

第 74 巻 第 ４ 号 目 次

　■　原　　著
回復期リハビリテーション病棟新設にともなう意義と効果についての検証 …… 伊　藤　郁　乃
　■　特　　集　「病理外来」

「病理外来」を考える ………………………………………………………………… 谷　山　清　己　 ほ か　
病理医が一般人と会い，患者・家族に説明する意義はなにかを考える
　–“がん”患者の悩みを聞く–  …………………………………………………… 村　尾　真　一　 ほ か　
専門的がん患者カウンセリングと連携する病理外来 ……………………………… 中　西　貴　子　 ほ か　
病理医から遺族に病理解剖結果を説明する取り組み
　–故人の病態を知ることは遺族の“納得”につながる–  ……………………… 安　原　裕美子
　■　総合医学会報告

シンポジウム：認知症医療・ケアにおける機構病院の役割
認知症疾患医療センターとは？
　–地域で機構病院に求められること–  …………………………………………… 宮　地　隆　史
認知症カフェの設置 …………………………………………………………………… 福　留　隆　泰　 ほ か
　■　図　　説
 「がんゲノム医療」シリーズNo. ４
がん遺伝子パネル ……………………………………………………………………… 市　川　　　仁
　■　会　　報
編集余滴，編集会議議事録 ……………………………………………………………


